
利水及び環境に関する基本的な考え方と具体的内容
（大臣管理区間と青森県知事管理区間）

Ⅰ．河川の適正な利用および流水の正常な機能の維持

Ⅱ．河川環境の整備と保全
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Ⅰ．河川の適正な利用および流水の正常な機能の維持

１.馬淵川の利水 ～水利用の現状と課題～

1

最大取水量

(m3/s)

かんがい 704 25.384

許可 64 8.536

慣行 640 16.848

6 1.0492

1 4.3400

4 0.0640

5 56.183
720 87.020

目的 件数

合　計

上水道

工業用水

その他

発　電

小中島発電所

舌崎発電所

福岡発電所

大淵発電所

・大正初期に水力発電への利用が始まって以降、その利用量は増え、最大取水量は56.18m3/sに
も及ぶ。（総最大出力約6,960kW）

・約4,800haに及ぶ耕地の農業用水として利用されているほか、八戸市及び周辺地域に対する
上水道や八戸工業地帯への工業用水源として利用されており、流域住民の生活基盤の形成に
寄与してきた。

・大正初期に水力発電への利用が始まって以降、その利用量は増え、最大取水量は56.18m3/sに
も及ぶ。（総最大出力約6,960kW）

・約4,800haに及ぶ耕地の農業用水として利用されているほか、八戸市及び周辺地域に対する
上水道や八戸工業地帯への工業用水源として利用されており、流域住民の生活基盤の形成に
寄与してきた。

【小中島発電所取水口】
・昭和31年～
・最大取水量29.0m3/s

【舌崎発電所取水口】
・大正12年～
・最大取水量16.66m3/s

発電用水

56.18m
3
/s(64.5%)
5件

かんがい(慣行)

16.85m
3
/s(19.4%)

640件

その他

0.06m
3
/s(0.1%)
4件

上水道用水

1.05m3/s(1.2%)
6件

かんがい(許可)

8.54m3/s(9.8%)
64件

工業用水

4.34m
3
/s(5.0%)
1件

流域内の水利用の安定を図ることが必要流域内の水利用の安定を図ることが必要

【八戸工業用水取水口】
・最大取水量4.34m3/s

八戸工業用水



剣吉地点
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豊水 平水 低水 渇水 正常流量

１.馬淵川の利水 ～河川流況の現状と課題～

剣吉地点の流況 単位：流量(m3/s)

Ⅰ．河川の適正な利用および流水の正常な機能の維持 2

※豊水流量：1年を通じて 95日はこれを下回らない流量

平水流量：1年を通じて185日はこれを下回らない流量

低水流量：1年を通じて275日はこれを下回らない流量

渇水流量：1年を通じて355日はこれを下回らない流量

剣吉地点の正常流量と流況の変化（S51～H17:30ヶ年）

平均
豊水流量

平均
平水流量

平均
低水流量

平均
渇水流量

年平均
流量

備考

52.42 33.05 24.77 18.05 47.58 S42～H17

・馬淵川の流況は、剣吉地点で平均渇水流量18.05m3/sとなっている。・馬淵川の流況は、剣吉地点で平均渇水流量18.05m3/sとなっている。

３年に１回の割合で、渇水流量が流水の正常な機能の維持のための必要な流量（正常流量）
を下回っており、正常流量の安定した確保が必要

３年に１回の割合で、渇水流量が流水の正常な機能の維持のための必要な流量（正常流量）
を下回っており、正常流量の安定した確保が必要

３年に１回の割合で
、渇水流量が正常流
量を下回っている

正常流量16m3/s



１.馬淵川の利水 ～流水の正常な機能を維持するために必要な流量（正常流量）～

Ⅰ．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

馬淵川の正常流量の検討項目と必要流量

3

馬淵川における正常流量は、剣吉地点において年間を通して概ね16m3/s馬淵川における正常流量は、剣吉地点において年間を通して概ね16m3/s

※馬淵川水系河川整備基本方針で策定した値

・正常流量とは、河川環境等を守るために必要とされる「河川維持流量」と河川水を利用
する「水利流量」とを同時に満たす流量のことを示します。

・河川維持流量の決定にあたっては、以下の９項目について検討を行い、その最大流量を
適用します。

・正常流量とは、河川環境等を守るために必要とされる「河川維持流量」と河川水を利用
する「水利流量」とを同時に満たす流量のことを示します。

・河川維持流量の決定にあたっては、以下の９項目について検討を行い、その最大流量を
適用します。

正常流量
(概ね16m3/s)

河川維持流量
（概ね15.4m3/s)

水利流量
(概ね0.5m3/s)＋＝馬淵川では・・・

維持流量
剣吉地点で
必要な流量

維持流量
剣吉地点で
必要な流量

①動植物の生息地
又は生育地の状況

15.33 15.85 15.33 15.68 魚類の産卵、生育のために必要な流量

②景観・観光 13.88 14.40 13.88 14.23 景観を損なわない水面幅を確保するために必要な流量

③流水の清潔
  の保持

10.41 10.93 10.41 10.76
河川法施行令第16条の6(緊急時の措置)によりBOD値を水質環境基準値の2倍以内にす
るために必要な流量

④舟運 ― ― ― ― 対象となる舟運がないことから、必要流量は設定しない

⑤漁業 15.33 15.85 15.33 15.68 ①の必要流量と同様とする

⑥塩害の防止 ― ― ― ― 塩害防止等を目的とした堰が設置されていることから、必要流量は設定しない

⑦河口閉塞の防止 ― ― ― ― 導流堤により河口は維持されていることから、必要流量は設定しない

⑧河川管理施設
  の保護

― ― ― ― 河川管理施設は永久構造化していることから、必要流量は設定しない

⑨地下水位の維持 ― ― ― ― 既往渇水年に地下水障害が発生していないことから、必要流量は設定しない

決定根拠検討項目

かんがい期

(５月～８月）

非かんがい期

（９月～４月）



・昭和48年の渇水時には、農業用水不足となり水田での亀裂が生じたほか、八戸市で１万戸が
断水するなど大きな被害が発生した。

・近年では、大きな渇水被害は発生していない。

・昭和48年の渇水時には、農業用水不足となり水田での亀裂が生じたほか、八戸市で１万戸が
断水するなど大きな被害が発生した。

・近年では、大きな渇水被害は発生していない。

１.馬淵川の利水 ～渇水の現状と課題～

Ⅰ．河川の適正な利用および流水の正常な機能の維持 4

主要渇水における被害状況

S48.7.15 デーリー東北
S48.7.17
デーリー東北 S48.7.18 デーリー東北 H6.7.28 デーリー東北

主要渇水年 施設等 被害状況

対策会議等の 八戸市水道部は、「給水対策本部」を設置(7/16)

設置状況 八戸市で「異常渇水対策本部」を設置(7/19)

馬淵川流域の水利権関係者を集め「緊急水利調整協議会」を開催(7/19)

八戸市で「農業用水不足に伴う緊急対策会議」を開催(7/19)

農業用水 平均30%の減量

城下揚水機外 水田被害(用水不足2,370ha、亀裂12ha)

5施設 畑被害(りんご2,300ha、畑作物370ha、飼料作物3,460ha、その他420ha)

上水道 八戸市水道断水(高台中心に約10,000世帯に影響) (7/15)

工業用水道 パルプ工場操業停止(7/18～19)

昭和53年8月 情報 渇水情報・水質注意報 (8/7)

平成6年7月 上水道 八戸圏域水道企業団で「渇水対策協議会」を開催 (7/27)

昭和48年7月

渇水時における水利用調整等が必要渇水時における水利用調整等が必要



２.河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持に関する基本的な考え方

Ⅰ．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持 5

１．河川の適正な利用

・水利用の合理化を進め、より適正な水利用が図られるように努める

２．流水の正常な機能の維持

・流水の正常な機能を維持するために必要な流量（剣吉地点において概ね16m3/s）の

確保に努める

１．河川の適正な利用

・水利用の合理化を進め、より適正な水利用が図られるように努める

２．流水の正常な機能の維持

・流水の正常な機能を維持するために必要な流量（剣吉地点において概ね16m3/s）の

確保に努める

◆ 人々の生活はもとより多様な動植物の生息・生育環境の保全、水質保全を図
るために、限りある水資源の有効活用と必要な流量の確保を目指す

◆ 人々の生活はもとより多様な動植物の生息・生育環境の保全、水質保全を図
るために、限りある水資源の有効活用と必要な流量の確保を目指す



３.河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持に関する具体的内容

Ⅰ．河川の適正な利用および流水の正常な機能の維持 6

◆渇水時の適切な管理を行う

渇水情報連絡会の
開催状況（岩木川）

渇水情報連絡会の
開催状況（岩木川）

青森県

岩手県

関係利水者

東北電力

八戸圏域水道企業団

etc

関係市町村

青
森
河
川
国
道
事
務
所

渇
水
対
策
支
部

【情報伝達項目】
・気象
・流況
・水質
・被害状況
・連絡体制

etc

【情報伝達項目】
・気象
・流況
・水質
・被害状況
・連絡体制

etc

渇水発生時の被害を最小限に抑えるために、「青森河川国道事務所渇水対策支部」の運営
により円滑に情報伝達・渇水対策を行う

渇水発生時の被害を最小限に抑えるために、「青森河川国道事務所渇水対策支部」の運営
により円滑に情報伝達・渇水対策を行う

剣 吉

石切所

「馬淵川水系渇水情報連絡会」を設立して、関係機関および水利使用者等と連携し、水利
使用者相互間の水融通の円滑化を推進する

「馬淵川水系渇水情報連絡会」を設立して、関係機関および水利使用者等と連携し、水利
使用者相互間の水融通の円滑化を推進する

【渇水対策支部設置の要件】

基準地点 流　量

剣　吉 16m
3
/s以下

石切所
５カ年平均
渇水流量以下



３.河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持に関する具体的内容

Ⅰ．河川の適正な利用および流水の正常な機能の維持 7

◆関係機関と連携し、水利用の合理化を図る

水利用者と連携した取水調整により、河川環境改善のための流量確保に努める水利用者と連携した取水調整により、河川環境改善のための流量確保に努める

舌崎発電所
取水堰下流地点（改善前）

舌崎発電所
取水堰下流地点（改善後）

デーリー東北
(H16.11.25)

デーリー東北
(H16.11.25)

東奥日報
(H16.11.28)

東奥日報
(H16.11.28)

取水調整より減水区間の水量が増加
【東北電力（株）と連携した取水調整】
・流量の少ない日には取水量を減らして、下流流量を確保
・取水量の減った分については、流量の多い日に増量取水

【東北電力（株）と連携した取水調整】
・流量の少ない日には取水量を減らして、下流流量を確保
・取水量の減った分については、流量の多い日に増量取水



１.馬淵川の河川環境 ～自然環境の現状と課題～

Ⅱ．河川環境の整備と保全 8

櫛引橋

青岩橋

上流部

中流部

下流部

【上流部】河床勾配1/170～580程度
・大部分が山間地を流下
・十和田八幡平国立公園、折爪馬仙峡

県立自然公園、久慈平庭県立自然
公園が点在

・河川の周辺にはケヤキ、コナラ等の
落葉樹林

・ヤナギ、オニグルミ等の河畔林・渓
流の様相を呈しており、ヤマメ、
イワナが生息

【中流部】河床勾配1/580～2,100程度
・川幅が狭く、河岸段丘の低面を流下
・名久井岳県立自然公園に指定
・ヤナギ、ケヤキ等の河畔林が形成
・アユ、ヤマメ、ウグイ等の清冽な水

を好む種が多く見られる
・産卵のために遡上してきたサケやサ

クラマスも生息

【下流部】河床勾配1/2,100程度
・沖積平野を流下
・ヤナギ類、オニグルミを中心とした

河畔林が形成
・河口付近では水際にマコモ、ガマ、

ヨシなどの抽水植物が繁茂
・ゲンゴロウ,ミズカマキリ等の水生

昆虫、タナゴ,シロウオ,イトヨ,ス
ナヤツメ等の貴重な魚類が生息

・馬淵川流域は、豊かな自然環境を有している。・馬淵川流域は、豊かな自然環境を有している。

【河川縦断模式図】

青
岩
橋

櫛
引
橋

上流部

（山地）

中流部

（丘陵地）

河口100km

下流部

（平野）

大橋

名久井橋

大橋

名久井橋

下
冬
部
橋

下冬部橋

現在の良好な自然環境を保全現在の良好な自然環境を保全



１.馬淵川の河川環境 ～動植物生息の現状と課題～

Ⅱ．河川環境の整備と保全

河川環境に関する情報の収集・
整備を実施
（河川水辺の国勢調査の実施・
継続）

河川環境に関する情報の収集・
整備を実施
（河川水辺の国勢調査の実施・
継続）

◆６項目について調査◆６項目について調査

①①魚介類調査魚介類調査

②底生動物調査②底生動物調査

③植物調査③植物調査

④鳥類調査④鳥類調査

⑤両生類・爬虫類・哺乳類調査⑤両生類・爬虫類・哺乳類調査

⑥陸上昆虫類等調査⑥陸上昆虫類等調査

9

出典:青森県水産総合研究センター内水面研究所HP

イトヨ

・馬淵川では、重要種をはじめとする多様な動植物の生息・生育が確認されている。・馬淵川では、重要種をはじめとする多様な動植物の生息・生育が確認されている。

多様な動植物の生息・生育環境を保全多様な動植物の生息・生育環境を保全

河川水辺の国勢調査等の調査結果
をもとに、レッドデータブック・
レッドリスト（環境省）掲載種、
天然記念物指定種等の学術上又は
希少性の観点から重要種を抽出。

タナゴ

出典:秋田県水産振興センター

【重要種の抽出基準】
●絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律により指定された国内希少野生動物
●環境省（2000ほか）「改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物―レッドデータブック―」並びに
レッドリストで選定されている種

●青森県(2000)「青森県の希少な野生動植物―青森県レッドデータブック―」で選定されている種
●岩手県(2001)「岩手県の希少な野生動植物―岩手県レッドデータブック―」で選定されている種

重要種一覧
浅水川 熊原川

ミクリ アギナシ オオアカバナ
ノダイオウ スズサイコ
ミズアオイ ヒメチチコグサ
チチブ タナゴ スナヤツメ スナヤツメ
スナヤツメ イトヨ ハナカジカ
シロウオ ウツセミガジカ
ギバチ ハナカジカ
メダカ
ゲンゴロウ コオイムシ コオイムシ ヒガシカワトンボ
マルタニシ ハグロトンボ ゲンゴロウ
オナガサナエ コヤマトンボ
カンムリカイツブリ セグロセキレイ カワセミ
オカヨシガモ オオジュリン
コアジサシ ミサゴ
チュウサギ チョウゲンボウ
シマアオジ イカルチドリ
オオタカ ハヤブサ
チュウヒ オシドリ
カワウ

両生類・爬虫
類・哺乳類

ヒナコウモリ

ヒメシロチョウ ショウジョウトンボ
ハラビロトンボ ババヒメテントウ
ヒメウラベニエダシャク キボシトックリバチ
ミヤマサナエ コヤマトンボ
オナガサナエ ゲンジボタル

馬淵川

植物

魚介類

底生動物

鳥類

陸上昆虫類

ハナカジカ



１.馬淵川の河川環境 ～外来種の現状と課題～

Ⅱ．河川環境の整備と保全 10

・馬淵川では、外来生物として、オオブタクサやアレチウリなどの植物、タイリクバラタナゴ
やブラックバス（オオクチバス）などの魚類が確認されている。

・馬淵川では、外来生物として、オオブタクサやアレチウリなどの植物、タイリクバラタナゴ
やブラックバス（オオクチバス）などの魚類が確認されている。

オオブタクサ群落 アレチウリ群落

○馬淵川で確認された外来種（植物）

【オオクチバス】
沖縄を除く全都道府県で移殖放流禁止
措置（内水面漁業調整規則）

【タイリクバラタナゴ】
外来生物法で要注意外来生物に指定

[魚類出典]
独立行政法人 国立環境研究所 侵入生物データベース
http://www.nies.go.jp/biodiversity/invasive

オオアワダチソウ群落

ハリエンジュ群落
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砂丘植物群落

一年生草本群落

多年生広葉草本群落

単子葉植物群落

ﾔﾅｷﾞ林

落葉広葉樹林

植林地

果樹園・畑・水田

人工草地

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙﾌ場など

人工構造物

自然裸地

左　岸 右　岸
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ｵｵﾌﾞﾀｸｻ群落

ﾌﾞﾀｸｻ群落

ｱﾚﾁｳﾘ群落

ｵｵｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ群落

左　岸 右　岸

ｵｵﾌﾞﾀｸｻ群落

ﾌﾞﾀｸｻ群落

ｱﾚﾁｳﾘ群落

ｵｵｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ群落
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・外来植物が優占する群落として４群落が確認
されている

・外来種群落の面積は前回調査に比べ、減少し
ている

・外来種は、在来種が優占する群落にも、主な
構成種として入り込んできている

・外来植物が優占する群落として４群落が確認
されている

・外来種群落の面積は前回調査に比べ、減少し
ている

・外来種は、在来種が優占する群落にも、主な
構成種として入り込んできている

【左右岸の植生面積】 【左右岸の外来種群落の面積】

外来生物法に基づく対策の実施が必要外来生物法に基づく対策の実施が必要

○馬淵川で確認された外来種（魚類）

[出典]平成17年度 馬淵川水辺の国勢調査（植物調査）



１.馬淵川の河川環境 ～水質の現状と課題～
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Ｂ類型
（大臣管理区間)

Ａ類型

現在の良好な水質を維持現在の良好な水質を維持

・馬淵川の水質については、概ね環境基準を満足している。・馬淵川の水質については、概ね環境基準を満足している。

尻内橋 大橋

名久井橋

梅泉橋

櫛引橋

なかの橋
（浅水川）

：環境基準点
：補助地点
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なかの橋

※合流点の馬淵川本川の類型指定を記載

[浅水川]



名久井岳

【名久井岳】
県立名久井岳自然公園に
指定されている青森県南
随一の霊峰

１.馬淵川の河川環境 ～河川景観の現状と課題～
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・馬淵川沿川は河川景観にも優れ、貴重な名所・史跡も多く点在する。・馬淵川沿川は河川景観にも優れ、貴重な名所・史跡も多く点在する。

【馬仙峡】
県立折爪馬仙峡自然公園に指定されてい
る岩手県有数の景勝地

三戸城跡

馬
淵
川

熊
原
川

【三戸城跡】
城山公園となっており、青森
県有数の桜の名所

現在の良好な景観の保全現在の良好な景観の保全

【根城跡】
1994年から史跡公園として整備、本
丸等が復元

馬淵川

大橋



Ⅱ．河川環境の整備と保全

１.馬淵川の河川環境 ～河川利用の現状と課題～

13

下流部
（直轄区間)

中流部

上流部

河川空間利用者数(32万1千人)
[平成15年 河川空間利用実態調査]

散策等
162千人
(50.3%)

水遊び
4千人
(1.2%)

釣り
88千人
(27.3%)

スポーツ
68千人
(21.1%)

市街地と河川が近く、地域住民の日
常生活と密着した生活空間の一部を
なしている

大橋

馬淵大橋

◆野球大会

【下流部】
整備された高水敷

の河川公園・運動場
を中心にスポーツ・
散策など多様な活動
がなされている

◆釣り

【中・上流部】
釣り・散策などイベントを中心に多様な活動が

なされている。

◆花火大会

◆清流下り ◆源流まつり

・馬淵川は自然が多く、貴重な水と緑のオープンスペースとして地域住民に親しまれている。
・下流部の高水敷では河川公園などが整備され、多くの人に利用されている。
・流域では、各種イベントを中心にスポーツ、釣り、散策など多様な河川利用・活動がなされ
ている。

・馬淵川は自然が多く、貴重な水と緑のオープンスペースとして地域住民に親しまれている。
・下流部の高水敷では河川公園などが整備され、多くの人に利用されている。
・流域では、各種イベントを中心にスポーツ、釣り、散策など多様な河川利用・活動がなされ
ている。

さらなる河川利用の促進と水辺空間
としての機能の維持

さらなる河川利用の促進と水辺空間
としての機能の維持



２.河川環境の整備と保全に関する基本的な考え方

Ⅱ．河川環境の整備と保全

１．動植物の生息・生育環境の保全

・多様な動植物の生息、生育環境を保全する

・天然アユなどの回遊性魚類の遡上環境を確保する

・関係機関や地域住民と連携し、外来種対策に取り組む

２．水質の保全

・定期的に水質の状況を監視し、流域自治体及び流域住民と連携・協力し、水質の保

全に努める

・水質事故防止対策を実施する

３．良好な景観の保全

・馬淵川の流れと調和した河川景観を維持・保全する

・“青森県ふるさとの森と川と海の保全および創造に関する条例”等を踏まえ、地域

住民と連携し自然環境を保全・創造する

４．人と河川との豊かなふれあいの場の確保

・住民参加と地域連携により、自然とのふれあいの場、環境学習ができる場を整備・

維持・保全する

・市街地の中の数少ない緑地をはじめとした水辺空間としての機能を維持・保全する

１．動植物の生息・生育環境の保全

・多様な動植物の生息、生育環境を保全する

・天然アユなどの回遊性魚類の遡上環境を確保する

・関係機関や地域住民と連携し、外来種対策に取り組む

２．水質の保全

・定期的に水質の状況を監視し、流域自治体及び流域住民と連携・協力し、水質の保

全に努める

・水質事故防止対策を実施する

３．良好な景観の保全

・馬淵川の流れと調和した河川景観を維持・保全する

・“青森県ふるさとの森と川と海の保全および創造に関する条例”等を踏まえ、地域

住民と連携し自然環境を保全・創造する

４．人と河川との豊かなふれあいの場の確保

・住民参加と地域連携により、自然とのふれあいの場、環境学習ができる場を整備・

維持・保全する

・市街地の中の数少ない緑地をはじめとした水辺空間としての機能を維持・保全する

14

◆ 馬淵川の流れが生み出した豊かな河川環境と河川景観を保全、継承するとと
もに、地域の個性と活力、歴史や文化が実感できる川づくりを目指す

◆ 馬淵川の流れが生み出した豊かな河川環境と河川景観を保全、継承するとと
もに、地域の個性と活力、歴史や文化が実感できる川づくりを目指す



馬淵大堰

緩勾配水路式魚道

既設魚道

３.整備と保全に関する具体的内容 ～動植物の生息・生育環境の保全（１）～
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◆多様な動植物の生息、生育環境に配慮した事業を実施する

河道掘削線

【河道改修】
平水位以下の河道は掘削せず、現況の良好な河川環
境を維持・保全する

【河道改修】
平水位以下の河道は掘削せず、現況の良好な河川環
境を維持・保全する

平水位以下の河道は掘削せず、魚類の繁殖環
境、遡上環境を維持・保全する

平水位以下の河道は掘削せず、魚類の繁殖環
境、遡上環境を維持・保全する

適切な魚道の管理により魚類の遡上環境を維
持・保全する

適切な魚道の管理により魚類の遡上環境を維
持・保全する

【馬淵大堰の魚道改良】
河口から2.6km上流に設置（昭和55年4月完成）
既設魚道の改良により遡上環境を改善する

【馬淵大堰の魚道改良】
河口から2.6km上流に設置（昭和55年4月完成）
既設魚道の改良により遡上環境を改善する

既設魚道
(階段式魚道)

既設魚道
(階段式魚道)

掘削による河積拡大

河道掘削のイメージ 重要種については、必要に応じて
ミティゲーションを実施

改良魚道
(緩勾配水路式魚道)

改良魚道
(緩勾配水路式魚道)
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河道の整備にあたっては、良好な河川環境や河川利用等に配慮するものとし、自然豊かな河川
環境を保全する

河道の整備にあたっては、良好な河川環境や河川利用等に配慮するものとし、自然豊かな河川
環境を保全する

３.整備と保全に関する具体的内容 ～動植物の生息・生育環境の保全（２）～

(配慮すべき環境)
・水際にヤナギ林が形成され、昆虫類や鳥類の
生息場所となっている

・アレチウリ，ブタクサなどの外来性草本群落
が広がっている

(河道整備にあたって)
・掘削は平水位以上の陸域で行い、水域の河床は手をつけないようにする。
・河川環境に影響を与える場合には、重要種については、必要に応じてミティゲーションを行うなど、できるだけ影響の
回避・低減に努め、必要に応じて代償措置を行い、良好な河川環境を保全する。

・河道掘削後はモニタリングを行い、動植物の良好な生息・生育環境に変遷するか、また、外来種が侵入しないか等につ
いて監視を行う。

・可能な範囲で、外来種の群落を優先的に掘削範囲に入れ、在来の樹林等は残す。

【例：河道掘削予定地】

Ａ

Ａ’

◆鳥類：オオタカ，ハヤブサ，チョウゲンボウ等
オシドリ，カルガモ等の集団営巣地

◆植物：アギナシ等

◆魚類：チチブ，スナヤツメ等
◆底生動物：コオイムシ，コヤマトンボ，ハグロトンボ等

河道掘削ライン

外来種群落を優先的
に駆除

ミティゲーション
・モニタリングの実施

【例：河道掘削予定地】

Ａ Ａ’

 
《植生図・水域図 凡例》 

ヨシ・オギ群落等（湿性草地） 

外来性草本群落（乾性草地） 

ヤナギ群落（高木林） 

オニグルミ群落（高木林） 

畑地・果樹園等 

人工草地・グラウンド等 

淵 



３.整備と保全に関する具体的内容 ～動植物の生息・生育環境の保全（３）～
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◆外来生物法に基づく対策を実施する 【外来生物法の目的】
特定外来生物による生態系、人の生命・身体、農林水産
業への被害を防止し、国民生活の安定向上に資すること

【外来生物法の目的】
特定外来生物による生態系、人の生命・身体、農林水産
業への被害を防止し、国民生活の安定向上に資すること

※他水系での事例

・対象となる特定外来生物、防除の区域・期間、防
除の内容を公示

・河川管理行為（除草、土砂の運搬など）等を
適正に実施

外来生物法に基づく防除を実施し、
外来種の拡大を防ぐ

外来生物法に基づく防除を実施し、
外来種の拡大を防ぐ

体験学習などによる地域住民への周知活動を行うとともに、関係機関および地域住民と連携し
外来種の拡大防止に努める

体験学習などによる地域住民への周知活動を行うとともに、関係機関および地域住民と連携し
外来種の拡大防止に努める

こども自然体験学習会による
ハリエンジュの幼木駆除の様子

こども自然体験学習会による
ハリエンジュの幼木駆除の様子

こども自然体験学習会による
ハリエンジュの幼木駆除の様子

こども自然体験学習会による
ハリエンジュの幼木駆除の様子

特定外来種アレチウリ
の駆除の様子

特定外来種アレチウリ
の駆除の様子

特定外来種アレチウリ
の駆除の様子

特定外来種アレチウリ
の駆除の様子

ＮＰＯと住民参加による
外来種（魚類）の調査
ＮＰＯと住民参加による
外来種（魚類）の調査



３.整備と保全に関する具体的内容 ～水質の保全～
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◆水質の状況を把握・監視し、現在の良好な水質の維持に努める

昭和49年に「馬淵川水系水質汚濁対策連絡協議会」が発足
今後も定期的な水質調査・監視を継続的に実施する

昭和49年に「馬淵川水系水質汚濁対策連絡協議会」が発足
今後も定期的な水質調査・監視を継続的に実施する

◆水質事故防止対策を実施する

地域住民に対して水質保
全の呼びかけ等を行う

地域住民に対して水質保
全の呼びかけ等を行う

櫛
引
橋

水質事故への迅速な対応を目
的とした訓練を実施する

水質事故への迅速な対応を目
的とした訓練を実施する

「川をきれいにするポスター」
展示会の様子

「一日パトロール」による
水質調査体験の様子

川の防災情報（http://www.river.go.jp/)
での公表状況

【櫛引橋水質自動観測所】
毎時間の水温,ph,DO,導電率
,濁度を計測し、リアルタイ
ムで公表



櫛引八幡宮

根城跡

八戸市博物館

馬淵川緑地
八戸ゴルフ倶楽部

八戸城跡
城下公園

ピチャピチャランド

馬淵川水系

３.整備と保全に関する具体的内容 ～良好な景観の保全（１）～

Ⅱ．河川環境の整備と保全

◆馬淵川の流れと調和した河川景観を維持・保全する

19

八戸市市街地を流れる馬淵川

馬
淵
川

根城跡

景観に配慮した堤防整備のイメージ景観に配慮した堤防整備のイメージ

馬淵川と国史跡「根城跡」の美しい景観
を保全するための堤防整備を行う

馬淵川と国史跡「根城跡」の美しい景観
を保全するための堤防整備を行う

青森県景観計画を踏まえ、安全性、機能性の
確保を基本としつつ、周辺の景観に調和する
とともに、高齢者、障害者等にも配慮して人
にやさしい施設づくりを行う

青森県景観計画を踏まえ、安全性、機能性の
確保を基本としつつ、周辺の景観に調和する
とともに、高齢者、障害者等にも配慮して人
にやさしい施設づくりを行う

歴史・文化的施設や公園・緑地等を有機的に連携
させ、美しい河川景観や自然とふれあえる水辺の
ネットワークを構築する

歴史・文化的施設や公園・緑地等を有機的に連携
させ、美しい河川景観や自然とふれあえる水辺の
ネットワークを構築する



馬淵川流域と保全地域指定位置図
出典：馬淵川流域保全計画(H20.3)青森県

馬淵川流域と保全地域指定位置図
出典：馬淵川流域保全計画(H20.3)青森県

馬淵川水系

３.整備と保全に関する具体的内容 ～良好な景観の保全（２）～

Ⅱ．河川環境の整備と保全 20

◆地域住民と連携し自然環境を保全・創造する

「青森県ふるさとの森と川と海の保全および創造に関する条例」を踏まえ、県民の豊かで潤い
のある生活の礎となっている森と川と海を県民と一体となって保全・創造する

「青森県ふるさとの森と川と海の保全および創造に関する条例」を踏まえ、県民の豊かで潤い
のある生活の礎となっている森と川と海を県民と一体となって保全・創造する

【馬淵川流域保全計画での施策】
・パートナーシップによる連携体制の構築

・定期的な観測・巡視・調査と適切な管理

・人との積極的な関わり合いの場の活用

・特定行為に対する適切な対処

・あるべき姿にむけた適切な創造の推進

・岩手県との連携

【馬淵川流域保全計画での施策】
・パートナーシップによる連携体制の構築

・定期的な観測・巡視・調査と適切な管理

・人との積極的な関わり合いの場の活用

・特定行為に対する適切な対処

・あるべき姿にむけた適切な創造の推進

・岩手県との連携

市民団体による活動
（ふれあいクリーン作戦）

市民団体による活動
（ふれあいクリーン作戦）

【保全地域（馬淵川）】
・豊かで良質な水を有する区域
・瀬、淵、河岸、河畔林等の自然環境が優れた区域
・多様な動植物や貴重な種が生息・生育している区域
・当該区域と一体となって自然環境を形成している土

地の区域

【保全地域（馬淵川）】
・豊かで良質な水を有する区域
・瀬、淵、河岸、河畔林等の自然環境が優れた区域
・多様な動植物や貴重な種が生息・生育している区域
・当該区域と一体となって自然環境を形成している土

地の区域

良好な河川景観
（三戸望郷大橋付近）

良好な河川景観
（三戸望郷大橋付近）

漁協主催による
稚魚の放流イベント

漁協主催による
稚魚の放流イベント



【八戸ブロック】
～うるおいのあるリバーフロントパーク空間～

既存のスポーツ施設等の活性化を図るとともに、
広い高水敷を活用して健全なレクリエーションが楽
しめるようリバーフロントパークの創造を図る

【浅水川上流ブロック】
～身近な自然と親しむ憩い空間～

田園景観と一体となった浅水川
ののどかな風景を維持しつつ、親
水利用に努める 【名久井ブロック】

～水と親しむ出逢い空間～
改修との調整を図り、沿川住民

が身近な自然に自由にふれあえる
親水空間の創造を図る

【金田一・熊原川ブロック】
～清らかな水薫る

せせらぎ空間～
田園景観を維持しつつ、水

に親しめる空間の創造を図る 【二戸ブロック】
～水と緑の街づくり空間～
人々が集う交流空間の創造を図ると

ともに、背後地と一体となった利用が
図れるようネットワーク化を図る【安比川ブロック】

～豊かな自然のふれあい空間～
優れた景観を維持するととも

に、親水利用に努める

【馬淵川上流ブロック】
～山と川が彩るやすらぎ空間～

緑深き渓流の特徴的な景観を尊重しつつ、河川空間へのアクセスを確保し、水遊び
・釣り等の自然環境を活用したレクリエーションが楽しめるよう親水利用に努める

◆市街地の中の数少ない緑地および水辺空間としての機能を維持・保全する

３.整備と保全に関する具体的内容 ～人と河川との豊かなふれあいの場の確保（１）～

Ⅱ．河川環境の整備と保全 21

河川空間の利用状況河川空間の利用状況

出典：平成15年河川空間利用実態調査

散策散策 河川敷ゴルフ場河川敷ゴルフ場

ソフトボールソフトボール 釣り釣り

馬淵川水系河川環境管理基本計画馬淵川水系河川環境管理基本計画

維持・管理の取り組み維持・管理の取り組み

ボランティアによる
高水敷の清掃活動の様子

「川の通信簿」
による点検

河川空間の整備・管理の方針である「河川環境管理基本計
画」を踏まえ、整備・管理を実施する

河川空間の整備・管理の方針である「河川環境管理基本計
画」を踏まえ、整備・管理を実施する



熊
原
川

福地橋

大橋

Ⅱ．河川環境の整備と保全

◆自然とのふれあいの場、環境学習ができる場の整備・維持・保全を図る

３.整備と保全に関する具体的内容 ～人と河川との豊かなふれあいの場の確保（２）～
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ピチャピチャランドの位置ピチャピチャランドの位置

“親子水鳥観察会”の様子
主催：ＮＰＯ法人「水辺の楽校まべち」

馬淵川 水辺の楽校「ピチャピチャランド」 平成18年7月開校

ふれあい公園 平成4年4月供用開始

清水の泉
（ピチャピチャランド右岸）

清水の泉
（ピチャピチャランド右岸）

ふれあい公園の位置ふれあい公園の位置

公園内の施設：徒渉池公園内の施設：徒渉池

すみやの河川公園 昭和59年4月供用開始

すみやの河川公園の位置すみやの河川公園の位置

なんぶサマーフェスティバルなんぶサマーフェスティバル


